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労働法を用いた詐欺まがい行為
労働基準法をはじめとする労働法を用いて詐欺ま
がいの行為をする者がいます。今回は、そんな例を

紹介します。

採用条件を下げて入社

Ａ社へハローワークで紹介されたとしてＢが応募し
てきました。Ｂは実直そうでしたし、Ａ社の提示した時
給800円に対して、「自分は覚えが遅いので750円で
お願いします」と、逆に賃下げを申し出て社長を驚か

せました。仕事は、製品を箱に詰め、テープでふたを
止めるだけの簡単なものです。ところが、なにしろ覚
えが悪い、しかも仕事が遅い。しかし、真面目そうに
取り組んでいるものですから、「慣れればもう少し早く
なるだろう」と、多少アドバイスするくらいで見守ること

にしました。一週間が過ぎました。変わりません。社
長も少し心配になりました。「私は覚えが少し遅いの
で」と言って自らの時給を下げたことを思い出し、もう
しばらく辛抱することにしました。

2週間後に態度急変

２週間が過ぎました。すると、Ｂの態度が急に変わ

りました。連絡なしに遅刻したり、禁煙場所でたばこ
を吸ったりします。手が滑ったと言って製品を机から
落として壊してしまいます。それも一度や２度ではあ
りません。社長がちょっと注意をしたら、プイッと横を
向いてそのまま帰ってします。それが何日も繰り返さ

れたので、さすがの社長も我慢しきれなくなって、「ク
ビだ！もう明日から来なくていい」と一喝しました。Ｂ
はその日も横を向いて帰っていきました。

解雇予告手当の請求

翌日、Ｂは神妙な顔をして来社し、昨日のことを詫
び、「解雇は分かりました。ハローワークに届けるた
め」と退職証明書の交付を依頼してきました。社長は、

○○月○○日に解雇した旨を書いて帰しました。す

ると、Ｂは直ぐに電話を掛けて来て、「昨日の解雇は
即日解雇だから、解雇予告手当として30日分給料を

７日以内に支払うように」と一方的に喋って電話を切
りました。もともとＢが悪いのに何を言ってきたのだ、
馬鹿馬鹿しいと放っておくと、労働基準監督署から
「お尋ねしたいことがありますので、下記により出頭

されるよう労働基準法第１０４条の２により通知しま
す」ではじまる出頭要求書が届きました。

監督官による事実確認

Ａ社長は監督官からＢを解雇した事実関係を聴か
れました。Ｂは試用期間中であったこと、勤務態度が
ひど過ぎたこと等を詳しく話しました。監督官は退職
証明書のコピーを提示して、「これを社長さんはＢに

渡しましたか」と聞きました。労働基準法第 20条では、
解雇するときは少なくとも 30 日前に予告することが
必要なこと、もし予告を行わないときは平均賃金の
30 日分以上の解雇予告手当の支払いが規定されて
いること、試用期間中の者を解雇するときは例外的

に解雇予告や解雇予告手当は必要ないとしているも
のの、14 日を超えての解雇では例外規定が適用さ
れないことを説明し、解雇予告手当の支払いを行政
指導しました。

噂では常習者

Ｂには噂があります。Ｂは他の会社でも最初の２

週間は神妙に働き、それが過ぎるとグレ始め、解雇
されては解雇予告手当をせしめることを常習としてい
るという噂です。Ａ社長には気の毒でしたが、労働基
準法の知識がもう少しあれば、との思いは残ります。
また手前味噌になりますが、労働法に明るい社会保

険労務士がＡ社長の傍にいて相談に乗ることができ
ていればと悔やまれてなりません。

本事務所通信は事務所の顧客さま、名刺交
換をさせていただいた方、ＦＡＸ番号を教え頂い
た会社へお送りしております。不要の方はお手
数ですがメール、ＦＡＸ、電話等でその旨をご連
絡下さいますようお願い申し上げます。

「企業の発展と、そこで働く人の安全と幸福の実現」

を使命とする
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